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保安院、東京電力から�
耐震関係等の説明を受け質疑応答�
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平成20年12月5日発行�

　柏崎刈羽地域では、現に存在する原子力発電所と対峙して生活せざるを得ません。

それが事故無く稼動することは、個々の考え・主張の如何によらず、住民の最低かつ

共通の思いです。�

　「地域の会」では、発電所そのものの賛否はひとまず置いて、安全運転に係る事業者

や行政当局の必要にして充分な情報提供に基づき、発電所の安全について状況を

確認し、地域住民の素朴な視線による監視活動を行うとともに、必要な提言を行う

ことを目的に、平成15年5月に発足、設置趣旨に沿った様々な活動を行っています。�

①会員は、柏崎市、刈羽村に在住し、会が認める各種団体および地域の
推薦を受けた24名の委員で構成。任期は2年。�

②会の任務：（1）原子力発電所の運転状況及び影響等の確認・監視�
　　　　　（2）事業者等への提言�
　　　　　（3）会での議論、活動等の住民への情報提供�
　　　　　（4）委員の研修�
　　　　　（5）その他会の目的を達成するために必要と認められる事項�

③県、市、村、国、事業者はオブザーバー、又は説明者として出席�

④会議の種類：定例会（毎月1回）�
　　　　　　臨時会（必要に応じ開催）�
　　　　　　※会は、原則すべて公開。�

地域の会 概要�
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柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会（「地域の会」）�
�



2

保
安
院
、東
京
電
力
か
ら
耐
震
関
係
等
の
説
明
を
受
け
質
疑
応
答
�

63前
回
定
例
会
（
８
月
６
日
）
以
降
の
動

き
に
つ
い
て
、
保
安
院
か
ら
は
、
F
―
B

断
層
北
方
周
辺
に
お
け
る
海
上
音
波
探

査
、
耐
震
裕
度
に
関
す
る
試
験
・
調
査

等
の
説
明
を
、
新
潟
県
か
ら
は
、
温
排

水
等
漁
業
調
査
結
果
等
の
説
明
を
、
東

京
電
力
か
ら
は
、
中
越
沖
地
震
関
連
の

点
検
・
復
旧
作
業
状
況
、
地
震
直
後
に

排
気
筒
か
ら
の
放
射
性
気
体
物
質
の
放

出
等
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
質
疑

応
答
を
行
っ
た
。
�

��Q
　
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
沖
合
で
の

温
排
水
等
漁
業
調
査
で
、
水
温
上
昇
域
は

南
放
水
口
か
ら
最
大
14
・
8
km
の
範
囲
と

あ
る
が
、
根
拠
は
何
か
。
�

東
京
電
力
　
柏
崎
港
か
ら
、
海
岸
線
方
向

２０�
km
、
沖
合
８
km
の
海
域
を
調
査
す
る
。
表

面
で
１
℃
以
上
高
い
範
囲
を
温
排
水
の
影
響

域
と
し
て
い
る
。
調
査
で
は
北
向
き
の
海
流
の

影
響
に
よ
り
、
椎
谷
方
向
に
温
排
水
が
拡
散

す
る
傾
向
が
あ
り
、そ
の
先
端
ま
で
の
距
離
が

14
・
8
km
と
い
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
�

Q
　
中
越
沖
地
震
で
放
射
性
ヨ
ウ
素
が
排

気
筒
か
ら
漏
れ
た
が
、い
つ
、
ど
の
よ
う
な
形

で
確
認
さ
れ
た
の
か
。
�

東
京
電
力
　
地
震
発
生
の
翌
日
、
排
気
フ

ィ
ル
タ
ー
を
交
換
し
た
時
に
測
定
し
、
確
認

し
た
。
�

Q
　
放
射
性
物
質
が
排
気
筒
か
ら
放
出
さ

れ
た
原
因
の
一
つ
は
、
タ
ー
ビ
ン
グ
ラ
ン
ド
蒸

気
排
風
機
を
止
め
忘
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
�

東
京
電
力
　
放
射
性
物
質
の
放
出
原
因
を

調
べ
て
い
っ
て
、
止
め
忘
れ
に
気
付
い
た
。
防
止

策
と
し
て
、
手
順
書
の
記
載
を
分
り
易
い
よ
う

に
書
き
換
え
る
と
共
に
タ
イ
マ
ー
に
よ
り
自
動

的
に
止
ま
る
よ
う
対
策
を
進
め
て
い
る
。
�

Q
　
排
気
筒
か
ら
放
射
性
ヨ
ウ
素
が
漏
れ

た
の
に
、「
止
め
る
」「
冷
や
す
」「
閉
じ
込
め

る
」
と
い
う
安
全
機
能
は
維
持
で
き
た
こ
と

に
な
る
の
か
。
�

東
京
電
力
　
「
閉
じ
込
め
る
」
の
意
味
は
、

燃
料
棒
の
中
に
有
る
放
射
性
物
質
を
、
事

故
時
に
五
重
の
壁
で
遮
り
、
大
き
な
放
出
事

故
に
つ
な
げ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
�

Q
　
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
は
、
新
潟

県
か
ら
静
岡
県
ま
で
縦
断
す
る
フ
ォ
ッ
サ
マ

グ
ナ
の
上
に
あ
る
と
い
う
こ
と
、
柏
崎
刈
羽

は
堆
積
層
が
厚
く
軟
弱
な
地
盤
の
地
域
で

あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
褶
曲
構
造
の
活
発

な
地
域
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
等
々
か
ら
原

子
力
発
電
所
の
立
地
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い

の
で
は
な
い
か
。
�

保
安
院
　
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
と
は
糸
魚
川
か

ら
静
岡
と
柏
崎
か
ら
千
葉
の
構
造
線
の
間

の
こ
と
を
言
い
、
非
常
に
広
い
大
地
溝
帯
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
柏
崎
刈
羽
地
域
だ
け
が
特

に
問
題
に
な
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
堆
積

層
が
厚
い
と
い
う
こ
と
が
中
越
沖
地
震
の
地

震
動
が
大
き
か
っ
た
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

今
後
の
耐
震
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
の
中
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
知
見
を
踏
ま
え
、
新
し
い
基
準
地
震

動
の
策
定
を
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
ま

た
、
褶
曲
構
造
の
活
発
な
地
域
と
い
う
の
は

安
全
審
査
の
段
階
で
承
知
し
て
い
た
。
し
か

し
、
西
山
丘
陵
の
あ
る
柏
崎
刈
羽
は
、
活
構

造
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
安
全
審
査
を

行
っ
て
き
た
。
�

Q
　
中
越
沖
地
震
に
よ
る
地
盤
等
の
変
化

の
関
係
で
、
国
は
事
業
者
で
あ
る
東
京
電
力

の
報
告
デ
ー
タ
を
審
査
し
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
の
で
は
な
い
の
か
。
東
京
電
力
の
調
査
報

告
書
は
不
正
確
か
つ
不
十
分
な
記
載
が
見

受
け
ら
れ
る
。
国
は
、
現
場
の
事
実
を
正
確

に
把
握
し
た
上
で
、
客
観
的
な
判
断
を
す
る

べ
き
で
は
な
い
の
か
。
�

保
安
院
　
７
号
機
設
置
許
可
ま
で
は
活
動

性
が
な
い
と
し
て
き
た
が
、
中
越
沖
地
震
後
は

敷
地
周
辺
の
断
層
に
つ
い
て
も
再
調
査
を
行

っ
て
い
る
。
真
殿
坂
断
層
の
活
動
性
等
、
地
元

の
方
か
ら
の
ご
指
摘
に
つ
い
て
は
、
国
の
委
員

会
に
お
い
て
も
委
員
の
方
々
に
お
諮
り
し
、そ

の
結
果
に
つ
い
て
国
と
し
て
判
断
し
て
い
く
。
�

Q
　
原
子
力
発
電
所
の
設
置
が
許
可
さ
れ

る
場
所
、
さ
れ
な
い
場
所
と
は
ど
う
い
う
所

な
の
か
。
�

保
安
院
　
地
震
に
関
す
る
点
で
言
え
ば
耐

震
指
針
に
従
っ
て
基
準
地
震
動
を
定
め
、
そ

れ
で
揺
れ
て
も
安
全
機
能
が
維
持
で
き
る
か
、

十
分
な
支
持
性
能
が
あ
る
か
等
の
指
針
の

要
求
事
項
を
満
た
せ
ば
原
子
力
発
電
所
の

設
置
は
可
能
で
あ
る
。
�

Q
　
原
子
力
発
電
所
の
耐
震
裕
度
に
関
す

る
試
験
調
査
つ
い
て
、
予
算
要
求
す
る
よ
う

だ
が
、
そ
れ
は
中
越
沖
地
震
の
教
訓
と
い
う

こ
と
か
ら
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
を
対

象
と
し
て
い
る
の
か
、そ
れ
と
も
全
国
各
地
で

地
震
が
起
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
全
国

の
原
子
力
発
電
所
を
対
象
と
し
て
い
る
の
か
。
�

保
安
院
　
中
越
沖
地
震
で
の
柏
崎
刈
羽
原

子
力
発
電
所
は
、
設
計
時
の
想
定
を
大
き

く
超
え
る
地
震
動
で
あ
っ
た
が
発
電
所
が
大

丈
夫
だ
っ
た
の
は
裕
度
が
あ
っ
た
か
ら
と
言

わ
れ
て
い
る
。こ
れ
に
よ
り
具
体
的
に
説
明
せ

ね
ば
な
ら
な
い
が
、そ
れ
だ
け
で
な
く
現
実
に

あ
る
発
電
所
は
最
大
ど
れ
く
ら
い
ま
で
の
揺

れ
に
耐
え
ら
れ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
で
、よ
り
信
頼
性
を
確
実
な
も
の
と
す
る
の

が
、こ
の
予
算
要
求
の
狙
い
。
保
安
院
と
し
て

は
厳
し
い
国
の
予
算
状
況
の
中
、
重
点
項
目

と
し
て
行
き
た
い
。
�

��・
技
術
は
自
然
に
勝
て
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、

勝
つ
た
め
の
努
力
は
す
る
べ
き
で
あ
り
、「
国

は
、
今
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
」「
今
後
こ

ん
な
こ
と
を
し
て
行
く
」
と
い
う
こ
と
を
、
私

達
に
知
ら
せ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
�

新
潟
県
技
術
委
員
会
の
二
つ
の
小
委
員
�

会
委
員
長
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
�

日
　
時
　
平
成
20
年
9
月
3
日
�

 
 
 
 
 
 
 
午
後
2
時
〜
5
時
�

場
　
所
　
柏
崎
原
子
力
広
報
セ
ン
タ
ー
�

出
席
者
　
・
北
村
委
員
長
（
設
備
・
耐
震
）
�

　
　
　
　
・
山
崎
委
員
長
（
地
震
・
地
質
）
�

　
　
　
　
・
地
域
の
会
委
員
　
15
名
�

【
主
な
地
域
の
会
委
員
意
見
・
要
望
】
�

・
安
全
に
停
止
し
、
事
故
に
繋
が
ら
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
大
丈
夫
と
思
っ
て
い

る
が
、
国
だ
け
で
な
く
県
も
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と

更
に
安
心
だ
。
�

・
「
安
全
だ
」
「
安
全
だ
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

か
え
っ
て
不
安
に
な
る
。
�

・
国
や
県
は
東
京
電
力
の
デ
ー
タ
の
み
で
審
査

せ
ず
、
第
三
者
機
関
が
客
観
的
に
調
べ
た
デ

ー
タ
で
審
査
す
べ
き
と
思
う
。
�

・
大
き
な
地
震
は
予
知
で
き
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
予
知
の
研
究
も
進
め
て
も
ら
い
た
い
。
�

・
安
全
を
確
保
し
、
早
く
動
か
し
て
ほ
し
い
。
�

・
柏
崎
刈
羽
地
域
は
地
盤
が
軟
弱
で
り
、
地

震
に
対
す
る
安
全
確
保
が
心
配
で
あ
る
。
�

・
小
委
員
会
の
議
論
は
専
門
的
で
あ
り
、
一
般

住
民
に
は
難
し
い
。
出
来
る
限
り
分
り
や
す

く
伝
え
て
ほ
し
い
。
�

・
地
元
柏
崎
に
、
議
論
す
る
機
関
を
国
で
設
置

し
て
ほ
し
い
。
�

・
原
子
力
発
電
所
は
必
要
と
考
え
て
い
る
が
、

安
全
あ
り
き
で
の
説
明
は
そ
の
考
え
が
崩
れ

て
く
る
。
�

�

開 催 日 �

場　　所�

出 席 者�

オブザーバー�

�

�

�

�

内　　容�

第63回定例会の概要�
平成20年9月3日（水）�

柏崎原子力広報センター（研修室）�

18名（欠席6名）�

新潟県、柏崎市、刈羽村�

原子力安全・保安院�

保安検査官事務所�

地域担当官事務所�

東京電力（株）�

●前回定例会以降の動き�

●質疑応答�

●その他�

【
各
委
員
か
ら
の
意
見
・
要
望
】
�

【
質
疑
応
答
】
�

ト
ピ
ッ
ク
ス
�

ト
ピ
ッ
ク
ス
�



中
越
沖
地
震
の
発
生
に
よ
り
、
東
京
電
力

の
電
力
供
給
対
応
、
原
子
力
防
災
、
原
子

力
安
全
規
制
当
局
の
対
応
等
に
つ
い
て
状

況
確
認
を
目
的
に
県
外
視
察
を
実
施
し
、

各
委
員
の
感
想
、
意
見
等
を
発
表
。
�

視
察
実
施
日
　
平
成
20
年
9
月
28
日
〜
29
日
�

液
化
天
然
ガ
ス
を
燃
料
と
し
、
高
効
率

と
環
境
に
配
慮
し
た
最
新
の
火
力
発
電
所
。

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
か
ら
首
都
圏

へ
の
電
力
供
給
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
こ
と
に

よ
る
、
首
都
圏
の
電
力
不
足
の
対
応
、
発

電
所
の
火
災
発
生
時
の
対
応
等
に
つ
い
て

状
況
確
認
�

・
ば
い
煙
や
異
臭
等
は
感
じ
な
か
っ
た
が
、
化

石
燃
料
を
使
用
す
る
火
力
発
電
所
は
、
や

は
り
地
球
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と

に
な
る
と
思
っ
た
。
�

・
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
2
基
分
の
電

力
を
8
基
も
の
発
電
機
で
発
電
し
て
い
た
。

燃
料
備
蓄
も
2
日
分
と
の
こ
と
か
ら
原
子

力
発
電
の
方
が
効
率
的
で
あ
る
と
感
じ
た
。
�

・
熱
効
率
49
％
を
実
現
し
た
高
効
率
の
火
力

発
電
所
で
あ
り
、
公
害
も
無
か
っ
た
。ま
た
、

敷
地
内
に
は
市
民
に
解
放
し
た
公
園
も
あ

り
、
地
域
に
寄
与
し
て
い
る
発
電
所
で
あ
っ
た
。
�

�
放
射
線
と
人
体
の
関
係
を
医
学
的
見
地

か
ら
研
究
す
る
施
設
で
、
緊
急
被
ば
く

医
療
の
拠
点
施
設
で
あ
り
、
原
子
力
災

害
に
よ
る
被
ば
く
者
に
対
す
る
医
療
体

制
や
治
療
技
術
を
視
察

・
被
ば
く
患
者
に
対
し
て
、
対
症
療
法
し
か
な

く
、や
は
り
原
発
事
故
が
起
こ
ら
な
い
体
制

作
り
が
大
切
と
感
じ
た
。
�

・
柏
崎
市
の
消
防
署
職
員
の
研
修
・
受
講
者

が
多
い
と
聞
き
安
心
し
た
。
�

・
重
粒
子
線
が
ん
医
療
で
は
世
界
を
リ
ー
ド

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
柏
崎
刈
羽
地
域

に
も
、
高
度
医
療
を
提
供
で
き
る
施
設
の
誘

致
を
積
極
的
に
進
め
て
ほ
し
い
。
�

・
緊
急
被
ば
く
医
療
セ
ン
タ
ー
の
除
染
施
設

が
意
外
に
簡
単
な
も
の
、
ま
た
、
研
修
医
も

含
め
医
師
が
5
人
体
制
だ
っ
た
こ
と
に
驚
き

と
不
安
を
感
じ
た
。
�

・
被
ば
く
医
療
従
事
者
の
育
成
に
積
極
的
で

あ
り
、ま
た
、
若
い
ス
タ
ッ
フ
が「
や
り
が
い
が

あ
る
」
と
言
っ
て
い
た
こ
と
に
好
感
を
持
ち
、

安
心
が
持
て
た
。
�

・
ヨ
ウ
素
剤
や
被
ば
く
時
の
治
療
薬
等
に
つ
い

て
の
話
が
聞
け
て
良
か
っ
た
。
�

�
経
済
産
業
省
　

原
子
力
安
全
・
保
安
院

と
共
に
、
国
の
原
子
力
安
全
規
制
の
ダ

ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
機
関
で
あ
り
、
委
員
会
の

審
議
を
検
証

・
委
員
長
が
、
地
域
の
会
の
役
割
を
高
く
評
価

し
て
い
た
こ
と
は
印
象
深
か
っ
た
。
�

・
審
議
の
内
容
が
聞
き
取
れ
ず
残
念
だ
っ
た
。
�

・
安
全
委
員
会
と
し
て
、
前
向
き
な
姿
勢
は
見

え
る
が
、
原
発
立
地
地
域
と
の
距
離
感
が
あ

る
と
感
じ
た
。
�

�
霞
ヶ
関
の
原
子
力
安
全
・
保
安
院
に
あ
る

緊
急
時
対
応
セ
ン
タ
ー
は
、
全
国
の
オ
フ

サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
の
中
枢
で
あ
り
、
そ
の

シ
ス
テ
ム
や
危
機
管
理
体
制
の
検
証
と

意
見
交
換

・
緊
急
時
対
応
セ
ン
タ
ー
に
逐
次
入
る
情
報

の
管
理
体
制
に
は
感
心
し
た
。
�

・
意
見
交
換
会
に
は
、
院
長
を
は
じ
め
多
く
の

幹
部
職
員
が
出
席
し
、
熱
心
に
聴
く
姿
勢

に
は
、
原
発
立
地
地
域
住
民
を
重
要
視
し

よ
う
と
す
る
熱
意
を
感
じ
た
。
�

���Q
　
６
、７
号
機
の
タ
ー
ビ
ン
動
翼
付
根
の
損

傷
に
つ
い
て
、そ
の
原
因
と
対
応
を
教
え
て
ほ

し
い
。
�

保
安
院
　
原
因
は
タ
ー
ビ
ン
内
部
の
蒸
気
の

流
れ
の
乱
れ
に
よ
る
金
属
疲
労
。
事
業
者
に
、

詳
細
な
定
期
点
検
を
行
う
こ
と
、
中
長
期
的

に
は
動
翼
の
設
計
変
更
を
指
示
し
た
。
�

東
京
電
力
　
ひ
び
の
除
去
等
の
対
策
を
施
し

た
上
で
そ
の
ま
ま
使
用
し
、こ
ま
め
に
点
検
し
て

い
く
。１０
年
以
内
を
目
標
に
設
計
改
良
す
る
。�

Q
　
９
月
３
日
開
催
し
た
、
地
域
の
会
と
県

技
術
委
員
会
の
2
つ
の
小
委
員
会
委
員
長
と

の
意
見
交
換
会
の
概
要
が
公
表
さ
れ
た
が
、

地
域
の
会
委
員
全
員
の
意
見
が
載
っ
て
い
な
い
。

全
員
の
意
見
を
載
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
�

新
潟
県
　
概
要
と
い
う
こ
と
で
小
委
員
会
で

報
告
し
た
も
の
。
追
っ
て
議
事
録
に
お
い
て
全

員
の
意
見
を
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。
�

Q
　
県
の
技
術
委
員
会
小
委
員
会
は
委
員

の
出
席
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。
少
人
数
で

の
審
議
結
果
で
は
不
信
感
を
持
つ
。
�

新
潟
県
　
で
き
る
だ
け
全
委
員
が
出
席
で
き

る
よ
う
日
程
調
整
を
し
て
行
き
た
い
。
�

3

県
外
視
察
に
つ
い
て
感
想
等
意
見
交
換
�

開 催 日 �

場　　所�

出 席 者�

オブザーバー�

�

�

�

�

内　　容�

第64回定例会の概要�
平成20年10月1日（水）�

西山町いきいき館（いきいきホール）�

15名（欠席9名）�

新潟県、柏崎市、刈羽村�

原子力安全・保安院�

保安検査官事務所�

地域担当官事務所�

東京電力（株）�

●前回定例会以降の動き�

●県外視察報告及び意見交換�

●その他�

【
視
察
先
と
�

　

各
委
員
の
主
な
感
想
、
意
見
等
】
�

64

中
越
沖
地
震
に
よ
る
、
耐
震
補
強
工
事

状
況
や
敷
地
内
断
層
調
査
状
況
を
確
認
。
�

日
　
　
時
　
平
成
20
年
10
月
13
日
・
14
日
�

視
察
内
容
　
�

・
7
号
機
格
納
容
器
内
配
管
補
強
工
事
及
び

原
子
炉
建
屋
屋
根
ト
ラ
ス
強
化
工
事
の
状

況
確
認
と
敷
地
内
断
層
調
査
立
坑
を
視
察
。
�

　
※
詳
細
内
容
は
次
回
号
に
掲
載
。
�

※
新
潟
県
　

技
術
委
員
会
（
小
委
員
会
）

傍
聴
に
つ
い
て
は
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り

割
愛
し
ま
し
た
。
傍
聴
状
況
に
つ
い
て

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
願
い
ま
す
。
�

【
前
回
定
例
会
以
降
の
�

　
動
き
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答
】
�

◆
東
京
電
力
千
葉
火
力
発
電
所
�

◆
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
�

◆
内
閣
府
　

原
子
力
安
全
委
員
会
�

◆
原
子
力
安
全
・
保
安
院
�

柏
崎
刈
羽
原
子
力
�

　
　

発
電
所
を
視
察
�

柏
崎
刈
羽
原
子
力
�

　
　

発
電
所
を
視
察
�
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季
節
が
巡
り
収
穫
の
秋
が
終
わ
り
寒
い

時
期
を
迎
え
た
。
自
分
に
と
っ
て
は
何
年
目

の
こ
と
で
し
か
な
い
が
永
久
に
続
く
繰
り

返
し
で
あ
る
と
、
地
域
の
市
史
や
町
史
・
村

史
を
再
読
し
て
改
め
て
知
っ
た
。
�

　
今
秋
、
世
界
を
未
曾
有
の
経
済
危
機
が

襲
い
株
価
は
暴
落
。
影
響
は
今
後
一
層
深

刻
に
な
る
と
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
中
越
沖
地

震
か
ら
一
年
半
が
経
過
し
復
興
途
上
に
あ

る
。
原
発
と
の
共
存
を
選
択
し
て
40
年
余

が
経
過
し
た
地
域
が
、
地
震
を
契
機
に
改

め
て
そ
の
是
非
が
問
わ
れ
て
い
る
。
�

　
人
の
一
生
は
長
く
て
1
0
0
年
、
人
生

に
40
年
は
長
い
が
、
地
域
の
歴
史
に
と
っ
て

は
一
瞬
で
し
か
な
い
。「
こ
の
自
然
は
未
来

の
子
供
た
ち
か
ら
の
預
か
り
も
の
」の
諺
が

あ
る
。
地
域
の
あ
り
方
の
議
論
を
後
世
の
人

た
ち
が
ど
う
判
断
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
�

（
運
営
委
員
　
武
本
）
�

　昨年の中越沖地震で私達は多
くのものを失

いました。原発は放射能を撒き散
らしました。そ

の影響は絶対あると確信していま
す。�

　もうすぐ1年4ヶ月。槌音高く復
興が進められ、新しい家、修理

された家があちこちに見られます
。私達はここにも多くのお金を

失いました。�

　この中、原発は再開に向け猛進
しています。でも、チョット待って！

ひとたび事が起これば全てを捨て
て、この地を出て行かなければ

ならないかもしれない！それでもい
いの？ローンは残るんですよ！最

悪のシナリオは想定できるんじゃな
いでしょうか？東電も国もどう

いう責任をとるつもりなのでしょう
か？安易な再開は絶対に容認

できません！！廃炉が少し早まったと
思い、諦めて、未来の子供達に

安全・安心を手渡したいと思います
。�

　蛇足ですが、スリーマイルやチェ
ルノブイリの事故の時、金属製

の味がしたとか、体がチクチクした
とか、青い空気、オレンジ色の霞、

虹色に光る雲が見られたそうです
。乳搾りをしていた人は母屋に

帰るまで、3回も倒れ、倒れる瞬間
は記憶がなく、その後甲状腺が

腫れ、心臓付近にガンが出来たそ
うです。詳しくは「放射能の流れ

た町」をご参照ください。�

廃炉にしなくて大丈夫？�

刈羽村�近藤 ゆき子さん�

編
集
後
記
�

「視点」では皆様のご意見をお待ちしています。�

宛先は下欄住所まで、またメールでも受付けております。�

　ホームページでは活動状況をタイムリーにお知らせすると共に、会議録、会議資料の全文を公開しており、

資料をダウンロードすることもできます。�

　また、ホームページおよび地域の会に対するご意見・お問合わせについて、ホームページ上からも受け付けています。�

地域の会ではホームページで活動の全てを公開しています。�

h t tp : / /www. t i i k i noka i . j p
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発行�

みんなの広場�みんなの広場�みんなの広場�
地域の会に寄せられた�声�

（8月7日～9月30日）�（8月7日～9月30日）�

　原子力安全・保安院は「柏崎刈羽原子力発
電所7号機において、燃料装荷に必要な安全
が確保されている事を確認した」との広報を目
にし、改めて耐震工事の進行状況を知る。�
　先の洞爺湖サミットで協議された地球温暖化における環境問題、そして日本のエネルギー政策において、原子力発電は日本の経済・産業発展、生活安定において現況として必要なものと考えます。�　原子力発電所の安全・安心についてですが、不幸にして中越沖地震は莫大な費用を投じての補修工事、耐震安全、設備機器、建物設備等の総点検と相成っておる様子。安全性全般において、より一層深められておるものと考えております。�
　柏崎刈羽原子力発電所の再稼働に関しましては、まだまだ時間と費用がかかることでしょうが、日本の最高技術力を投じていただき、東京電力様と電源立地の地域住民との新たなる信頼関係を構築されますことを望みます。�
　プルサーマル導入の前段工事が含まれているのではないかとの思いがよぎり、不正やデーター改ざん等は二度と起こさない。地域住民へのみじめな謝罪は起こさないで下さい。�
　「透明性を確保する地域の会」の活動をご支援申し上げます。�

刈羽村�

東京電力に望むこと�
棚岡 靖士さん�

再生紙を�
使用しています�

8
月
7
日
��

8
日
��������

9
〜
31
日
��

11
・
12
日
�����

19
日
��

20
日
��

21
日
���

22
日
�������

25
日
����

26
日
�����

27
日
���

28
日
����

9
月
1
日
�����

2
日
��

4
日
�����

9
日
��

10
日
��

11
日
�������

12
日
���

�
�
�
�
���

17
日
��

18
日
�������

19
日
������

22
日
���������

24
日
�������

25
日
����������������

26
日
����������

27
日
���

29
日
���

30
日
�

色
は
東
京
電
力
の
動
き
�

※
号
機
の
み
の
記
載
は
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
分
�

色
は
行
政
の
動
き
�

※開催日時や場所は変更になる場合がありますので、�
　詳しくは事務局にお問い合わせ願います。�

会は公開公開で行われています。�
お気軽気軽にお越し下さい。�

会は公開で行われています。�
お気軽にお越し下さい。�

■今後の「地域の会」定例会の開催案内■�
第67回定例会（公開勉強会）�
日時：�平成21年1月14日（水）午後6：00～�
場所：�柏崎市産業文化会館大ホール（3F）�

第68回定例会（情報共有会議）�
日時：�平成21年2月4日（水）午後6：00～�
場所：�柏崎市産業文化会館大ホール（3F）�


